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 アナログテレビ放送終了 
地上デジタル放送をご覧いただく 

には専用チューナーが必要となります。 総務省 2011 年 

無線局の免許申請等に関する 

手続きは電子申請が可能です。
 
■ 詳しくは電波利用電子申請 HP 

http://www.denpa.soumu.go.jp 
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総務省は、平成 22 年 8 月 31 日、平成 23 年度総務省所管予算概算要求の概要を公表しました。 

ＩＣＴ関係予算概算要求の概要は次のとおりです。 

平平平成成成２２２３３３年年年度度度総総総務務務省省省所所所管管管ＩＩＩＣＣＣＴＴＴ関関関係係係予予予算算算概概概算算算要要要求求求額額額   
【「ＩＣＴ維新ビジョン２．０」の推進による「強い経済」の実現】  （ ）内は、平成２２年度予算額 

１．「光の道」１００％の実現 ３１．３億円 （  １．１億円） 
２．地上デジタル放送への確実な完全移行  ３４０．０億円 （２４９．５億円） 

（平成２３年度所要額：約７１０億円・・・国庫債務負担行為により複数年度かけて歳出化） 

３．「日本×ＩＣＴ」戦略による３％成長の実現 ４７３．５億円 （４９８．２億円） 
（１） フューチャースクール推進事業の大幅拡充による「協働教育」の推進 ２８．７億円 （ １０．０億円） 

（２） 地域の「つながり力」を高める利用者本位のＩＣＴ利活用の促進 １５２．１億円 （２０１．４億円） 

（３） 医療・健康情報連携基盤の構築、高齢者チャレンジド・育児／介護従事者向けサービスの開発等 ９．９億円 （ １０．８億円） 

（４） ホワイトスペース等新たな電波の有効利用の促進 ２４６．９億円 （２３９．８億円） 

（５） スマートクラウド戦略の推進 １１．３億円 （ １７．３億円） 

（６） 安心・安全なネット環境の整備 ２４．５億円 （ １８．９億円） 

４．ＩＣＴ産業の国際競争力の強化 ５１２．７億円 （４６１．６億円） 
（１） 日本発ＩＣＴの海外展開の推進 ６６．２億円 （ ７８．１億円） 

（２） アジアユビキタスシティ構想の推進 １０．０億円 （  ０．０億円） 

（３） 新世代通信網テストベッド（ＪＧＮ－Ｘ）の構築 ５３．５億円 （  ０．０億円） 

（４） グローバル展開を視野に入れた研究開発・標準化等の推進 ３６４．７億円 （３７２．４億円） 

（５） デジタルコンテンツのグローバル展開・ネットワーク流通の促進 １８．３億円 （ １１．１億円） 

５．グリーンＩＣＴの推進  ３２．１億円 （ １７．２億円） 

また、平成 22 年 10 月 26 日、平成 22 年度総務省所管補正予算（案）の概要を公表しました。 

ＩＣＴ関係補正予算（案）の概要は次のとおりです。 

平平平成成成２２２２２２年年年度度度総総総務務務省省省所所所管管管ＩＩＩＣＣＣＴＴＴ関関関係係係補補補正正正予予予算算算（（（案案案）））
－－－円円円高高高・・・デデデフフフレレレ対対対応応応のののたたためめめののの緊緊緊急急急総総総合合合経経経済済済対対対策策策－－－   

   

【新成長戦略の推進・加速】 

◆ 家電エコポイントの円滑な実施 
・ グリーン家電普及促進事業 ２５９．９億円 

◆ 技術開発等の推進 
・ 先端光通信技術に関する研究開発 １２．２億円 

・ クラウド活用環境基盤構築事業 １２．０億円 

【地域活性化】 

◆ 地上デジタル放送移行支援の強化 
・ 低所得世帯への地デジチューナー等の支援 ３９．０億円 

・ 共聴施設対策 １６．０億円 

・ 暫定的な衛星利用による難視聴対策 ２４．９億円 

・ コールセンターの増強等 ９．９億円 

◆総務省公表資料（平成 22 年 8 月 31 日、平成 22 年 10 月 26 日） 

H23 概算要求：http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/34147.html 

H22 補正予算：http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kanbo04_01000001.html     【お問合せ先】：企画広報室 （TEL 022-221-0605） 
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東北各県の地上デジタル放送推進協議会は、関係機関と連携して、視聴者の皆様に地上デジタル放送への理解を一

層深めていただくため、周知広報イベントを開催しました。 

 
日本全国“地デジで元気！” in 宮城 

8 月 28 日（土）、29 日（日）  宮城県仙台市 勾当台公園市民広場 

 

 地デジ・ステージショー 

 宮城県各放送局の地デジ推進大使、テツ and トモ等による地デジ紹介 

 各放送局のオリジナルグッズなどが当たるクイズコーナー 

 デジサポ宮城の紹介 

 服部真湖、日本舞踊山根流の皆さんによる「地デジで元気！音頭」披露 

 地上デジタル放送相談コーナー 

 デジサポ宮城による開設 

 パレード（東一番町商店街） 

 服部真湖、テツ and トモ、地デジ推進大使等によるパレード 

日本全国地デジカ大作戦“地デジで元気！” in 岩泉 

9 月 26 日（日） 岩手県下閉伊郡岩泉町 旧下閉伊北部家畜市場 

 

 ステージショー 

 岩手県各放送局の地デジ推進大使、ザ・たっち、村井まり等が出演 

 地上デジタル放送説明コーナー 

 デジサポ岩手による開設 

 三陸鉄道における地デジＰＲ（宮古駅～小本駅） 

 地デジカ列車において、ザ・たっち、村井まり等が早めの地デジ対応を

呼びかけ 

日本全国地デジカ大作戦 in 久慈 

10 月 16 日（土）、17 日（日） 岩手県久慈市 久慈市文化会館（アンバーホール） 

 

 地デジ受信相談会 

 三陸鉄道アテンダントが地デジをＰＲ 

 デジサポ岩手の相談員が地デジの悩みにお答え 

 ＮＨＫ 忍たま乱太郎ショー「地デジってなんだっ！」の段 

 公演前に三陸鉄道アテンダントが地デジをＰＲ 

 

３００日前・街頭キャンペーン（福島市） 

9 月 27 日（月） 福島県福島市 ＪＲ福島駅前（東口） 

 

 ３００日前を強調する横断幕、のぼりの掲出 

 パンフレット・チラシ等の配布 

 デジサポ福島、福島県電機商工組合、ＣＡＴＶ技術協会東北支部福島

県地区部会、地デジチューナー支援実施センター等が、朝の通勤通学

時間帯（7：30～）において実施 

 

▲ステージショーの模様 

▲パレードの模様 

▲地デジ受信相談会の模様 

▲チラシ配布の模様 

【お問合せ先】：デジタル放送受信者支援室 （TEL 022-221-0605） 
◆地デジに関する情報  
http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/digital/index.html 
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総務省及び全国地上デジタル放送推進協議会は、10月25日（月）、地デジ難視聴対策衛星放送の対象地区及び視聴で

きる放送番組等を「地デジ難視対策衛星放送対象リスト（ホワイトリスト）」（第４版）として公表しました。 

対象地区では、地上テレビ放送のデジタル移行に際し、地上系の放送基盤による対策が実施されるまでの間、衛星放送

による暫定的な難視聴対策（受信設備整備の支援）を行うことで、アナログ放送を視聴できていた方々がテレビを視聴できな

くなるという事態を回避するものです。 

地デジ難視対策衛星放送対象リストは、今後も定期的に更新することとしています。 

県　名

青森県 ６地区 （　　　２９３世帯） － (　　　　      　－） － (　　　　      　－）

岩手県 ２９地区 (　　　　７７世帯） ３地区 (　       １０世帯） － (　　　　      　－）

宮城県 ５１地区 （　　　１４２世帯） － (　　　　      　－） ９地区 (　       ３９世帯）

秋田県 ７地区 （　　　　１２世帯） － (　　　　      　－） － (　　　　      　－）

山形県 １５地区 (　　　　６０世帯） － (　　　　      　－） － (　　　　      　－）

福島県 ４１３地区 (　１，２２９世帯） ２地区 (　        １６世帯） － (　　　　      　－）

東北地域 ５２１地区 (　１，８１３世帯） ５地区 (　       ２６世帯） ９地区 (　       ３９世帯）

全　　国 ３，１２４地区 （６６，１３２世帯） ８３地区 （　１，５５８世帯） ５２７地区 （３３，６１９世帯）

デジタル化困難共聴施設デジタル放送難視聴地区 デジタル放送混信地区

◆東北総合通信局報道発表（平成 22 年 10 月 25 日） 

http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/hodo/h2210-12/1025a1001.html                 【お問合せ先】：放送部 放送課（TEL 022-221-0696） 

 

 

総務省東北総合通信局、農林水産省東北農政局、経済産業省東北経済産業

局、国土交通省東北地方整備局及び東北情報通信懇談会は、10月28日（木）、宮

城県仙台市（仙台第二合同庁舎）において、「第14回地域情報化所管省庁合同説

明会」を開催しました。 

本説明会は、地方公共団体等における情報化担当部署の職員及び地域情報化

関連企業等を対象として、各省がそれぞれ推進している情報化の取組みを一堂に

会して説明するもので、平成10年度から毎年開催しています。  

当局では、総務省における地域情報化関連施策、地上デジタル放送への円滑な

移行のための環境整備・支援について説明を行いました。 

当日は、90名の参加者が熱心に聞き入り、引き続き定期的な開催が求められるな

ど、その関心の高さが伺えました。 

◆東北総合通信局報道発表（平成 22 年 9 月 28 日） 

http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/hodo/h2207-09/0928d1001.html  【お問合せ先】：情報通信部 情報通信連携推進課 （TEL 022-221-0753）  

 

 

▲総務省の取組みについて説明する東北総

合通信局情報通信振興課 佐々木課長 

 

東北総合通信局は、10月29日（金）、山形市（山形国際交流プラザ）において、信

書便事業利用者及び信書便事業参入希望者を対象に、それぞれ信書便事業説明

会を開催しました。 

平成22年7月30日現在、東北管内での特定信書便事業者は８事業者、全国では

３３１事業者となっています。 

東北総合通信局では、今後も信書便事業制度をご理解ご活用いただくため、信

書便事業説明会を開催します。 

◆東北総合通信局報道発表（平成 22 年 9 月 28 日） 

http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/hodo/h2207-09/0928f1001.html                 【お問合せ先】：信書便監理官（TEL 022-221-0631） 

 

▲説明会の模様 

http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/hodo/h2210-12/1025a1001.html�
http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/hodo/h2207-09/0928f1001.html�
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東北総合通信局は、平成 22 年 6 月末の東北におけるブロードバンド及び携帯電話・ＰＨＳの加入契約数等について取り

まとめました。 

４ 

ブロードバンド契約数及び世帯普及率 

上：契約数

下：世帯普及率
青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県

東北管内

合計

全国

合計

103,336 120,747 304,018 89,347 115,994 214,281 947,723 18,568,672

18.1% 24.0% 33.5% 21.3% 29.2% 28.6% 26.7% 34.8%

109,538 95,527 180,832 81,880 86,978 140,618 695,373 9,361,054

19.2% 19.0% 19.9% 19.5% 21.9% 18.8% 19.6% 17.5%

14,454 10,383 40,734 22,603 15,009 951 104,134 5,391,342

2.5% 2.1% 4.5% 5.4% 3.8% 0.1% 2.9% 10.1%

ＦＷＡ 184 0 0 0 0 1 185 11,326

ＢＷＡ 32 39 393 31 39 49 583 216,728

227,544 226,696 525,977 193,861 218,020 355,900 1,747,998 33,549,122

39.8% 45.1% 58.0% 46.2% 54.8% 47.5% 49.3% 62.9%

ＦＴＴＨ

ＤＳＬ

合計

ＣＡＴＶ

※ ブロードバンド契約数は、ＦＴＴＨアクセスサービス、ＤＳＬアクセスサービス、ＣＡＴＶアクセスサービス、ＦＷＡアクセスサービス、BWA アクセスサービスの各契約数の合計。 

※ 都道府県世帯数は、平成 22 年住民基本台帳に基づく世帯数（平成 22 年 3 月 31 日現在）による。 ※ ＦＷＡ及び BWA は契約数が少数のため、世帯普及率は省略した。 

※ 世帯普及率の数値は、小数点第 2 位で四捨五入した。 

世帯普及率の全国順位 

1 東京都 80.8% 1 滋賀県 49.5% 1 静岡県 26.0%

2 神奈川県 74.9% 2 東京都 47.9% 2 香川県 22.8%

3 大阪府 74.4% 3 京都府 45.0% 3 茨城県 22.6%

13 富山県 63.0% 11 兵庫県 35.4% 5 山形県 21.9%

62.9% 34.8% 7 宮城県 19.9%

14 群馬県 62.0% 12 群馬県 33.8% 8 秋田県 19.5%

20 宮城県 58.0% 16 宮城県 33.5% 10 青森県 19.2%

26 山形県 54.8% 24 山形県 29.2% 13 岩手県 19.0%

35 福島県 47.5% 26 福島県 28.6% 14 福島県 18.8%

37 秋田県 46.2% 33 岩手県 24.0% 24 岡山県 17.7%

39 岩手県 45.1% 39 秋田県 21.3% 17.5%

45 青森県 39.8% 45 青森県 18.1% 25 愛媛県 17.1%

47 鹿児島県 35.7% 47 佐賀県 16.8% 47 和歌山県 10.5%

ブロードバンド全体 FTTH DSL

県別 普及率県別 普及率県別 普及率順位

全国平均

順位 順位

全国平均全国平均

（平成 22 年 6 月末現在） 

■ＦＴＴＨ（fiber to the home）アクセスサービス 
加入者宅まで光ファイバケーブルを用いた超高速インターネッ

ト接続サービス 

■ＤＳＬ（digital subscriber line）アクセスサービス 
既存の電話用銅線ケーブルを用いた高速インターネット接続

サービス 

■ＣＡＴＶ（cable television）アクセスサービス 
CATV 用の番組伝送ケーブルを用いた高速インターネット接

続サービス 

■ＦＷＡ（fixed wireless access）アクセスサービス 
加入者宅と通信事業者間の加入者回線を無線で接続する高

速インターネット接続サービス 

■ＢＷＡ（Broadband wireless access）アクセスサービス 
移動する加入者と通信事業者間を２．５GHz 帯の周波数を利

用して接続するインターネット接続サービス 

携帯電話及びＰＨＳの加入契約数及び人口普及率 

青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 東北管内合計 全国合計

7,090,995 117,599,264

（携帯電話： （携帯電話：

（ＰＨＳ：  204,489） （ＰＨＳ：   3,882,804）

人口普及率 70.4% 70.1% 85.6% 70.4% 74.1% 73.8% 75.3% 92.6%

779,806 872,376 1,513,367加入契約数 988,917 942,328 1,994,201

人口普及率の各県比較 
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青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県

全国平均：92.6% 

東北平均：75.3% 

◆東北総合通信局報道発表（平成 22 年 10 月 20 日、8 月 31 日） 

http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/hodo/h2210-12/1020b1001.html 

http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/hodo/h2207-09/0831a1001.html     【お問合せ先】：情報通信部 電気通信事業課 （TEL 022-221-0626） 

（平成 22 年 6 月末現在） 

※ 人口普及率の母数となる人口は、平成 22 年住民基本台帳に基づく人口（平成 22 年 3 月 3１日現在）による。 

（平成 22 年 6 月末現在） 

※    は、全国平均値    は東北管内の県を表します。 
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東北総合通信局では、「無線局の電子申請説明会」を随時、開催しています。 

今年度は、ＪＡＲＬ（日本アマチュア無線連盟）各県支部の協力を得て、「総会」や「ハムの集い」の開催に併せて、5 会場（6

月 13 日：秋田県潟上市、9 月 5 日：宮城県仙台市、10 月 3 日：岩手県盛岡市、10 月 11 日：青森県八戸市、10 月 17 日：福

島県田村市）で開催し、操作手順の説明、注意事項など、デモンストレーションを交えながら説明を行いました。 

無線局の電子申請は、平成 20 年 4 月からは書面申請に比べ、申請手数料が 3 割程度減額されるとともに、アマチュア無

線局の電子申請の場合は ID/パスワード方式が導入され、より利用しやすくなっています。 

平成２０年４月１日から無線局の電子申請（免許・再免許）にかかる手数料額を引き下げました。 

改正後の主な無線局の申請手数料は次のとおりです。 

種　類

免許 ２,９５０円　←　４,４５０

再免許 １,３５０円　←　１,９５０

免許 ５,５００円　←　７,９００

再免許 １,９５０円　←　２,９５０

免許 ２,９００円　←　４,２００

再免許 １,９５０円　←　２,９５０

免許 ３,０５０円　←　４,１５０

再免許 ２,４００円　←　３,２５０

免許 ４,５００円　←　６,５００

再免許 ３,２５０円　←　４,８５０

６,７００円

 総トン数５００トン未満の漁船の船舶局

（１０ワット以下のもの）

 アマチュア無線局

（５０ワットを超えるもの）

 固定局・基地局・陸上移動局等

 5ワットを超え10ワット以下のもの

 アマチュア無線局

（５０ワット以下のもの）

電子申請手数料 書面による申請手数料

４,９５０円

 固定局・基地局・陸上移動局・簡易無線局等

 1ワットを超え5ワット以下のもの

４,６００円

３,３５０円

２,１００円

８,１００円

３,０５０円

４,３００円

３,０５０円

４,２５０円

※赤字で記載したものが現行の手数料です。 

※詳細は http://www.tele.soumu.go.jp/j/ref/material/feestab/index.htm をご覧ください。 

http://www.denpa.soumu.go.jp/public/index.html 

 【お問合せ先】：無線通信部 企画調整課 （TEL 022-221-0657） 

 

総務省テレビ受信者支援センター（愛称：デジサポ）では平成 23 年（2011 年）7 月に完全移行する地上デ

ジタルテレビ放送の受信状況等を自動音声により電話帳登録世帯にお尋ねしております。 

今回は平成 22 年 10 月 1 日～平成 23 年 1 月末日まで全国 47 都道府県の一部地域を対象に自動音声

によりお電話をお掛け致しますので、差し支えない範囲でご協力をお願いします。 

なお、個人情報等は、この事業のみ使用し皆様をご支援いたします。 

 
【お問合せ先】：デジサポテレホンマーケティング事務局 （TEL 0570-03-0724） 

 

詳細が決まり次第「http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/event/seminar.html」でお知らせします。 

開催日時 行事名 開催場所

１１月４日～５日  ＩＣＴユビキタス・フェ ア２０１０inあおもり 青森市

１１月　５日  青森県情報化推進会議 青森市

１１月１１日  ふくしまデジタル情報化フェ ア２０１０ 福島市

１１月１５日  「秋田県大館市におけるＩＣＴ利活用の促進のための調査研究会」第３回研究会 福島市

１１月１６日  電波の安全性に関する説明会 in 秋田 秋田市

１１月１７日  岩手県情報化推進会議 盛岡市

１１月１９日  秋田県情報化推進会議 秋田市

１１月下旬  山形県情報化推進会議 山形市

 

東北総合通信局では、ＩＣＴによる快適で安心できる東北

地域の実現に向けて、最新の情報を配信しています。 

メールニュースの配信を希望される方は、

当局ホームページからお申し込み下さい。 

［東北総合通信局ホームページ］ 
http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/ 

５ 
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